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いま生物多様性が脚光を浴びている。本書は生物多

様性分野の生物学の発展に資する目的で編纂されてい

るバイオデイパーシティ ・シリ ズの「生物の種多様

性J，r植物の多様性と系統」に続く 第3巻目にあたる。
編者千原光雄先生が「藻類とは，酸素を発生する光合

成を行う生物の中からコケ縞物，シダ植物，および種

子植物を除いた残りの全て ・・ 異質かっ多様な生物の

寄せ集めである ・.Jと警かれているように，藻類は
生物多様性のまさしく宝庫である。

AS版ソフトカパ ，これは読み易〈持ち運び便利

で，座右に置いていつでも気軽に活用できる装丁であ

る。装丁だけでなく実際使ってもらえる本にするため

に，読者が退屈せず興味をもって読めるように内容の

構成も工夫されている。本書は3部からなっている。

第I部「藻類の多様性と分類体系J
第H部「さまざまな形質からみた藻類の多様性と系統・

進化J
第m部「植物群ごとの特徴J
第田部では適宜コラム欄が挿入され，最新のトピッ

クや興味をそそられる研究テーマを知ることができ

る。巻末には分類表，引用文献リスト，人名索引，生

物名索引 (邦語)，学名索引および事項索ヲI(数字-英

字 ・邦語)が備えられている。さらに， 表裏の表紙見

返しには分類形質一覧が詳細かつ簡潔に表にまとめら
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れ 4ページのカラー口車会もついている。

第I部では，藻類の特徴と分類がその研究史ととも

にきわめて明快に解説されている。20年余りも藻類を

やっている自分の不勉強をさらすようで恥ずかしい

が，なるほど藻類はこういうものなんだと改めて納得

させられる。そしてこれは第H部への導入となる。

第H部はil類全体を形質という断面で横方向に切っ

て，進化と多様性が語られる。この試みは私自身待ち

望んでいたものであり，大いに功を奏している。DNA，

葉緑体，光合成色素，鞭毛装置，有性生殖，走光性，概

日時計および細胞共生の8つの平面でそれぞれ藻類を

包括的に理解でき，それらを縦に積み重ねると藻類像

が3次元的にぐっと浮かび、上がってくる。分子系統学

の章では日々刻々と新事実が出てきている臨場感が伝

わってくる。

ただ一度真核細胞に取り込まれた後の葉緑体と周辺

構造の何と多くの多様性のあること，古い鞭毛と新し

い鞭毛，眼点は光を感じる「日艮」ではない，酸素を発

生する光合成系が，酸素を発生しない2種類の光合成

細菌のそれぞれの光化学系を併せ持っている，生物時

計の振動の源は2つの遺伝子の号|っ張り合いっこみた

いなもの，別々の真核細胞が葉緑体を持ち，その真核

細胞がさ らに別の真核細胞に取り込まれた，等々でき

るだけ最新の成果を盛り込み，さらに今後解明するべ

き点についても言及している。

第四部では今度は藻類を縦の線で見ょうというこ

とで，各分類群の特徴が，細胞構造，生殖，分類等の

共通の項目立てに従って，また随時細胞分裂や特殊な

細胞機能などの個別的項目を加えて平易に説明されて

いる。記載的でやや単調になりがちなのをコラム欄が

しっかりと リフレッシュしてくれる。

il類の多様性とその研究の最前線を楽しみながら学

べる格好の書である。

奥田一雄(高知大学理学部自然環境科学科)
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自然史の窓 4宮田昌彦著

「潮だまりの海藻に聞く海の自然史J
1，900円岩波書庖 131頁

近年，生物学の世界の専用用語であった「生物多様

性Jが，日本の社会で一人歩きし始めた感がないでも
ないが，それはそれで一般市民が人類以外の生物につ

いて持っていた従来の意識から一歩も二歩も踏み出し

たことの映として喜ぶべき ことであろう。そのーっと

して，応頭には生物を紹介する多様な，カラ フルな豪

華本が並ぶようになって久しい。しかし，植物につい

てみれば，花の咲く被子植物や陸上の植物についての

ものが大部である。顕微鏡的なサイズの藻類が多い淡

水域のものや海産の植物のものとなると，図鑑類しか




